
　

全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、鹿
屋
市
内
で
の
交
通
事
故
は
、

平
成
17
年
か
ら
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
に
は
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
14
人

に
急
増
し
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件
数
・
死
者
数
が
、
全
国
１
位
と
い
う

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
９
月
末
ま
で
に
５
人
の
死
亡
者
が
で
る
な
ど
、

危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、最
近
の
交
通
事
故
の
主
な
傾
向
や
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
現
状
、交
通
事
故
の
防
止
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課　

☎
０
９
９
４-
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鹿
屋
市
に
お
け
る
最
近

の
交
通
事
故
の
傾
向

○ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

被
害
者
と
な
る
事
故
が

多
い
こ
と
で
す
。
平
成

21
年
の
人
口
１
万
人
当

た
り
高
齢
死
傷
者
は

76
・
３
人
で
県
内
最
多

で
す
。
今
年
亡
く
な
っ

た
５
人
は
、
全
員
が
高

齢
者
で
す
。 

○ 

類
型
別
で
は
、
出
会
い

頭
と
追
突
事
故
が
突
出

し
、
次
に
自
損
事
故
が

多
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○  

原
因
別
で
は
、
前
方
不
注

視
・
安
全
不
確
認
が
突
出
し

て
い
ま
す
。 

○ 

当
事
者
の
年
齢
別
で
は
20

歳
代
が
多
く
、
高
齢
者
と
30

歳
代
が
続
い
て
い
ま
す
。

○ 

当
事
者
別
で
は
、
軽
乗
用
車

運
転
者
が
多
く
、
歩
行
者
や

電
動
カ
ー
ト
の
重
大
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

○ 

曜
日
別
で
は
火
曜
日
が
、

時
間
帯
別
で
は
17
時
〜
18

時
と
７
時
〜
８
時
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○ 

発
生
地
別
で
は
、
市
街
地
の

交
差
点
内
や
駐
車
場
内
や

自
宅
周
辺
部
で
の
事
故
の

増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
街
地
以
外
の
周
辺
部

で
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

最
近
の
死
亡
事
故
は
高
齢

者
の
被
害
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
車
を

運
転
す
る
と
き
も
道
路
を
歩
く

と
き
も
、
十
分
に
注
意
し
て
交

通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
取
組

　

市
で
は
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
、
交
通
事
故
の
発
生

状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
を
第
一
の

対
策
と
し
て
、鹿
屋
警
察
署
・

交
通
安
全
協
会
等
と
連
携
し

「
事
故
件
数
の
減
少
」
と
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

最
重
点
目
標
に
、「
お
や
っ

と
さ
あ
」
運
動
等
の
三
つ
の

重
点
項
目
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

①
「
お
や
っ
と
さ
あ
」
運
動

　

高
齢
者
が
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
点
を

分
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
い

よ
う
に
鹿
児
島
弁
の
「
お
や
っ

と
さ
あ
」
の
言
葉
に
盛
り
込
ん

で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
会
敬
老
会
な
ど
高
齢
者

の
集
ま
り
の
際
に
、
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

② 

「
薔
薇
バ
ラ
駐
車
ス
ト
ッ

プ
」
作
戦

　

駐
車
場
な
ど
前
進
で
止
め
て

バ
ッ
ク
で
出
る
と
き
の
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駐

車
す
る
と
き
は
バ
ッ
ク
で
駐
車

す
る
「
薔
薇
バ
ラ
駐
車
ス
ト
ッ

プ
」
作
戦
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
犯
罪
上
も
防
止
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

鹿
屋
警
察
署
が
提
唱
す
る
運

転
者
の
安
全
意
識
を
高
め
る
試

み
で
す
。

③ 

「
つ
け
て
い
ま
す
か
？
」

運
動

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出

時
、
夜
光
反
射
材
を
つ
け
て
い

ま
す
か
？

　

夕
暮
れ
時
は
、
早
め
に
車
の

ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

　

70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
車

を
運
転
す
る
と
き
、
高
齢
者
運

転
者
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？

　

こ
の
３
点
を
確
認
し
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
の
た

め
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

　９月22日・25日、市内自動車学
校で、高齢者等交通安全教室が行わ
れ、参加者は巻き込み事故等の原因
など、事故の恐ろしさを学びました。

　鹿屋・垂水間をリレー走行して、飲酒運転の撲滅
をアピールしました。

　死亡事故現場地点で、発生原因や対策に
ついて話し合いました。

▲交通安全教室

▲良い例
（バックで駐車）

▲悪い例
（前進で駐車）

高齢者を交通事故から守ろう！高齢者を交通事故から守ろう！
～お年寄りが安全に暮らせる街づくり～

▲飲酒運転撲滅キャンペーン ▲死亡事故現場診断

▲高齢者等交通安全教室

「おやっとさあ」運動の各文字が表す意味
 お　横断中も車を確認！右左（横断歩行者対策）
 や　夜間歩行　つけて安全！反射材（夜光反射材着用促進対策）
 っ　着けよう！シートベルト・ヘルメット（自動車・二輪車運転者対策）
 と　遠くより　もっと危険な自宅付近！（歩行者事故発生地点対策）
 さ　細心の注意で防ごう！操作ミス（自損事故防止対策）
 あ　安全の願いを込めて　免許返納（運転免許自主返納促進対策）
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